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1. 研究背景・目的 

 近年計画規模を超えた豪雨による洪水氾濫被害

が増加している．これを踏まえて富山県では県内す

べての水位周知河川（41 河川）において想定しうる

想定最大規模の洪水浸水想定区域図を作成・公表す

るなど対策が取られている．しかしこれらは堤防決

壊により想定される浸水被害を複数重ね合わせた

図であり，洪水による堤防決壊する危険性が高い箇

所を表した図でない．そのためどの河川のどの地点

が洪水災害を引き起こす可能性が高いかを明らか

にすることは重要である． 

 本研究では，世界有数の急流河川である富山県一

級河川を対象に河川の侵食危険度評価を行い，重要

水防箇所と比較を行うことで評価手法の検証，及び

今後の課題の検討を行った． 

 

2. 対象領域 

 富山県・岐阜県に流れる一級河川（小矢部川・庄

川・神通川・常願寺川・黒部川）を対象領域とする

（図-1）．黒部川と常願寺川は下流の扇状地部分でも

勾配が約 1/100 と世界屈指の急流河川であり，洪水

時の侵食被害が懸念される河川である． 

 

3. 研究手法 

著者は富山県一級河川について降雨流出計算を

行い，洪水解析の精度検証を行っている．河川網や

標高データ・粗度係数の設定方法・降雨流出計算モ

デルの概要・精度検証の詳細については既存論文を

参考されたい 1)． 

洪水解析の精度検証を行った上で各河川の計画

規模流量を基準地点から入力外力として流入させ

た．評価箇所を国土交通省から提供いただいた横断

面データが存在する一級河川大臣管理区間とし，侵

食危険度評価を行った． 

 侵食危険度評価には八木・内田の侵食危険箇所評

価手法 2)を使用した． 
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ここに δun:流線と垂直方向（主流にたいして左方向

が正）の水面と底面の流速差（二次流強度を示す），

α=K/6，K：カルマン係数，C0=u＊/ U，u＊:摩擦速度

[m/s]，U：断面平均流速 [m/s]，q:単位幅流量[m3/s]，

𝑟:曲率半径（の大きさ）である． 

 本研究では流速や流量は一次元解析の結果を使

用し，曲率半径は横断面データが存在する河川中心

部でプロットをとり，評価対象とする地点とその地

点の前後三点から曲率半径を算出し危険度評価を

行った．河川中心部から曲率半径を算出しているた

め両岸の危険度評価が等しくなっている．危険度分

類は 80,000 以上の箇所が過去被災事例箇所と重な

ったため 20,000 ごとに分類し，80,000 以上の箇所を

最も危険な分類としている． 

小矢部川・庄川・神通川・常願寺川の重要水防箇

所図は富山河川国道事務所が令和 2 年度に公表のも

の 3)を参照し，黒部川は黒部河川事務所が平成 30 年

に公表したもの 4)を参照した． 

図-1 対象領域 
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4. 結果 

 図-2 に富山県一級河川の重要水防箇所から水衝・

洗堀を抜き出したものを示す．水防上重要な区間と

は深掘れや洗堀が発生しているが対策が未施工の

箇所である．要注意区間は過去に堤防が決壊したこ

とのある「破堤跡」，以前河だった箇所が堤防となっ

ている「旧河跡」と過去の経験から注意を示す箇所

となっている．5 河川に注目してみると庄川と神通

川に重要水防箇所が多いことがわかる．しかし上流

部に集中しており市街地部分に危険な箇所は少な

いため被害面を考えると危険度は低いことが考え

られる． 

 侵食危険度評価の結果を図-3 に示す．重要水防箇

所と各河川を比較すると小矢部川，黒部川について

は概ね一致しているといえるが庄川では中流の高

岡市付近の侵食危険度評価が高く評価されており，

神通川・常願寺川については水防箇所に比べ低く評

価している部分が見られた．特に神通川三大水衝部

の一つ添島地区については危険度評価では評価で

きていない．また常願寺川についても河口付近の湾

曲部分が評価できていないことが分かった． 

 

5. 考察・まとめ 

 急流河川が特徴である富山県河川を対象に侵食

危険度の評価を行い，重要水防箇所の水衝・洗堀部

分との比較を行った． 

 比較結果は概ね一致していたが庄川の高岡市街

地付近では評価結果が過大評価となった．これは危

険度評価が水理量や地形情報から算出するのに対

し，重要水防箇所ではすでに対策が取られた箇所は

除外されており，堤防などの対策情報の有無が評価

の違いに表れたと考えられる．また過小評価の部分

も見られた．これは今回使用した式に土砂の挙動が

含まれていないことが原因の一つとして考えられ

る．今後，堤体情報や土砂の堆積・侵食過程や澪筋

の形成過程などの二次元性を考慮した侵食危険度

評価手法の改良が必要であると考える． 
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図-2 重要水防箇所（水衝・洗堀）の空間分布 

 

図-3 侵食危険性の空間分布 
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